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〈
賛
　
成
〉

３日間の予算特別委員会を開催３日間の予算特別委員会を開催
議員の評価は？議員の評価は？令和7年度予算令和7年度予算

町
の
将
来
と
今
を
俯
瞰
せ
よ

�

日
坂　

和
久 

議
員

　

一
般
会
計
予
算
等
は
個
別
事
業
の

集
合
体
で
あ
り
、
賛
同
で
き
る
も
の

と
疑
問
を
持
つ
も
の
が
混
在
す
る
。

　

着
眼
す
べ
き
は
、
町
長
が
数
年
後

の
町
の
将
来
像
を
い
か
に
描
き
、
今

な
す
べ
き
事
を
７
年
度
予
算
で
い
か

に
総
体
的
に
編
成
で
き
た
か
だ
。

　

昨
年
度
の
踏
襲
部
分
が
多
く
あ
る

が
、
致
し
方
な
し
か
。

安
全
安
心
に
力
を
入
れ
た
予
算

�

中
山　

明
美 

議
員

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
橋
り
ょ
う

長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
も
取
り
組
む
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
が
ネ
ッ
ト
で
完
結

す
る
こ
と
に
な
る
。
期
待
し
て
い
る
。

元
気
な
農
業
は
町
の
安
心

�

小
鷹　

房
義 

議
員

　

新
町
政
と
い
う
期
待
も
あ
っ
た
が
、

従
来
と
大
差
な
い
予
算
書
だ
っ
た
。

特
に
、
公
約
の
農
業
支
援
と
ブ
ラ
ン

ド
化
に
注
目
し
た
が
、
具
体
的
な
施

策
が
見
え
て
こ
な
い
。
ア
ン
ズ
の
花

見
な
ど

で
集
客

し
、
今

後
の
町

の
活
性

化
に
期

待
し
て

い
る
。

あんずの花見客に期待

　

新
町
長
に
期
待
し
た
が
、
政
策

面
で
い
く
つ
か
の
評
価
す
べ
き
も

の
は
あ
っ
た
が
、
予
算
的
に
特
に

目
を
引
く
も
の
は
無
か
っ
た
。

　

今
後
、
福
祉
を
充
実
す
る
た
め

に
、
既
存
の
支
出
を
抜
本
的
に
見

直
し
、
資
金
を
福
祉
の
充
実
に
回

し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
を
執
行

部
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
前

提
と
し
て
、
当
予
算
に
つ
い
て
は

賛
成
と
す
る
。�

（
関
根
）

　

ワ
ク
チ
ン
行
政
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
推
し
進
め
よ
う
と

す
る
国
の
姿
勢
に
は
納
得
が
い
か

な
い
。

　

し
か
し
町
予
算
と
し
て
大
切
な

こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で

賛
成
す
る
。
全
体
的
に
み
れ
ば
、

特
徴
の
少
な
い
お
と
な
し
い
予
算

に
感
じ
る
。

　

さ
ら
に
町
民
と
の
対
話
を
重
ね

て
、
町
政
運
営
を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
野
田
）

一
般
会
計
予
算
討
論

も
っ
と
福
祉
の
充
実
を

�

関
根　

清
隆 

議
員

　

０
歳
～
２
歳
児
の
保
育
料
無
償
化

や
空
き
家
問
題
な
ど
、
大
き
な
予
算

措
置
も
な
く
、
昨
年
度
並
み
予
算
だ

と
思
う
。
既
存
の
出
費
を
見
直
し
、

福
祉
の
充
実
に
心
が
け
て
欲
し
い
。

　

以
前
よ
り
、
私
が
提
案
し
て
い
た

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
導
入
に
期
待
。施設予約スマホ画面

大橋交差点に設置されている
防犯カメラ

改修工事の予算がついた辻川

高
齢
者
の
方
々
に
も
う
少
し

�

予
算
を
増
や
し
て

�

森　

利
夫 

議
員

　

子
育
て
支
援
関
連
の
予
算
は
年
々

増
加
し
て
い
る
。
将
来
を
見
据
え
れ

ば
、
大
切
で
は
あ
る
が
、
首
を
か
し

げ
た
く
な
る
よ
う
な
施
策
も
あ
る
。

　

移
動
が
困
難

な
お
年
寄
り
等

を
対
象
に
配
食

サ
ー
ビ
ス
や
買

い
物
支
援
等
に

予
算
配
分
を

増
や
し
て
ほ
し

い
。
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生
ご
み
キ
エ
ー
ロ

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
か
っ
て

�

野
田　

小
百
合 

議
員

　

気
候
変
動
が
顕
著
に
進
む
中
、
少

し
で
も
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
た
め
の

取
り
組
み
は
、
待
っ
た
な
し
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
計
画
策
定
に
関

し
て
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。
鳩
山
な

ら
で
は
の
自
然
を
大
切
に
し
た
取
り

組
み
に
期
待

し
た
い
。
ま

ず
誰
に
で
も

で
き
る
こ
と

は
、
ご
み
の

減
量
で
す
ね
。

〈
反
　
対
〉

令和7年度予算令和7年度予算
子
育
て
世
代
の
移
住
促
進
プ
ラ
ン
は

�

松
浪　

健
一
郎 

議
員

　

予
算
書
を
見
た
第
一
印
象
は
、

ト
ッ
プ
が
変
わ
っ
た
の
に
、
予
算
は

変
わ
ら
な
い
。
期
待
し
た
町
民
も
多

い
は
ず
。
私
も
そ
の
ひ
と
り
で
し
た
。

　

予
算
書
か
ら
町
の
活
性
化
、
子
育

て
世
代
の
移
住
促
進
が
見
え
て
こ
な

い
。
外
か
ら
見
て
鳩
山
町
の
魅
力
が

見
え
な
い
と
い
う
こ
と
。
１
年
で
で

き
な
い
の
は
理
解
し
て
い
る
。
で

も
、
初
年
度
に
10
年

後
の
目
指
す
鳩
山
町

の
姿
・
形
を
見
せ
て

欲
し
か
っ
た
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
！

�

石
井　

計
次 

議
員

　

お
よ
そ
40
年
前
に
購
入
の
美
術
品

94
点
の
総
額
約
５
７
０
０
万
円
。
１

度
公
売
を
試
み
た
が
不
調
に
終
わ
り

今
は
、
庁
舎
地
下
室
に
24
時
間
空
調

管
理
さ
れ
て
い
る
。

　

将
来
的
に
利
活
用
の
計
画
が
な
い

公
有
財
産
は
売

却
処
分
し
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の

原
資
と
な
る
よ

う
公
売
方
法
の

見
直
し
を
検
討

す
べ
し
。

自
主
財
源
確
保
の
取
り
組
み
を

�

石
井　

徹 

議
員

　
「
財
政
運
営
基
本
方
針
」
を
基
軸

に
、
財
政
健
全
化
が
継
続
さ
れ
た
予

算
編
成
は
評
価
す
る
。

　

一
方
で
「
企
業
誘
致
」
が
と
ん
挫

し
て
お
り
、
自
主
財
源
の
確
保
策
が

進
ん
で
な
い
。「
ふ
る
さ
と
納
税
」

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
鳩
山
町
の
魅

力
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
、「
移
住

推
進
」
に
取
り
組

み
、
町
の
活
性
化

や
、
今
後
の
安
定

財
源
の
確
保
を
果

た
す
べ
き
。

水
道
事
業
の
広
域
化
に
本
腰
を

�

清
水　

秀
幸 

議
員

　

水
道
事
業
は
２
年
連
続
赤
字
収
支
。

高
度
経
済
成
長
期
以
降
に
整
備
が
進

ん
だ
水
道
管
は
今
、
更
新
時
期
を
迎

え
、
法
定
耐
用
年
数
経
過
管
路
の
割

合
は
30
％
と
高
く
、
更
新
は
待
っ
た

な
し
。
も
は
や
自
己
完
結
主
義
で
は

生
き
残
り
さ
え
で
き
な
い
時
代
と

な
っ
た
こ
と
は
明
白
。

　

新
町
政
が
、
水

道
事
業
の
広
域
化

を
前
向
き
に
検
討

し
始
め
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

24時間、温湿度管理の美術品庫

安全・安心・
安定の水を

　

安
全
・
安
心
に
力
を
入
れ
た
予

算
で
あ
る
。

　

鳩
山
中
学
校
の
「
学
校
施
設
非

構
造
部
材
等
耐
震
点
検
調
査
」
の

実
施
や
「
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修

繕
計
画
を
修
正
す
る
業
務
委
託

料
」
目
立
た
な
い
が
大
切
な
こ
と

で
あ
る
。�

（
中
山
）

　

農
村
公
園
の
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池

に
つ
い
て
は
、
過
去
５
回
、
一
般

質
問
を
さ
せ
て
頂
き
提
案
も
し
た
。

　

令
和
３
年
12
月
定
例
会
の
答
弁

で
は
、
令
和
４
年
度
中
に
方
向
性

を
定
め
る
、
と
議
事
録
に
あ
る
。

　

以
来
、
何
の
変
化
も
進
展
も
な

く
残
念
だ
。

　

現
在
ま
で
の
清
掃
業
務
委
託
料

等
、
費
用
の
累
積
額
を
考
え
る
と
、

時
間
と
費
用
の
無
駄
使
い
だ
。

�

（
石
井
計
）

新町長はじめ
ての予算編成

町の財政運営の各計画
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一般会計予算　58億2900万円一般会計予算　58億2900万円

第１回定例会

　

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
が
、
２
月
27
日
か
ら
３
月
13
日
ま
で
の
15
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
長
か
ら
の
提
出
議
案
は
、

専
決
処
分
の
承
認
に
関
す
る
も
の
２
件
、
条
例
の
制
定
に
関
す
る
も
の
９
件
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
等
の
補
正
予
算

の
議
定
に
関
す
る
も
の
６
件
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
予
算
の
議
定
に
関
す
る
も
の
６
件
、
町
道
路
線
の
認

定
に
関
す
る
も
の
１
件
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に
関
す
る
も
の
１
件
、
人
事
案
件
に
関
す
る
も
の
２
件
の
合
計
27
議
案
で
、

全
て
可
決
、
承
認
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
え
ん
罪
の
防
止
と
救
済
の
た
め
、
刑
事
訴
訟
法
再
審
規
定
（
再
審
法
）
の
改
正
を
求
め

る
意
見
書
」
が
発
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　予算審査特別委員会の設置に先立ち、令和７年度の
一般会計予算案について、町長に総括的な質疑を行い
ました。
　議員本人が要約し、執筆した原稿を掲載しています。総括質疑　1議員が登壇

町長に問う町長に問う！！

問 

町
長
に
と
っ
て
初
め
て

の
予
算
編
成
と
な
る
が
、
今

ま
で
の
予
算
編
成
方
針
と
の

違
い
は
何
か
。

答 

令
和
７
年
度
予
算
編
成

方
針
の
町
政
運
営
及
び
予
算

編
成
基
本
方
針
に
掲
げ
た
８

項
目
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
町
が
取
り
組
ん
で
き
た
成

果
が
ベ
ー
ス
だ
が
、
選
挙
時

に
掲
げ
た
「
介
護
保
険
負
担

の
軽
減
」、「
子
育
て
日
本
一

の
鳩
山
」、「
便
利
で
活
力
み

な
ぎ
る
鳩
山
」、「
農
業
支
援

と
『
鳩
山
ブ
ラ
ン
ド
セ
ー
ル

ス
』」、「
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
」
の
５
つ
の
政
策
を
踏

ま
え
た
内
容
だ
。

問 

高
齢
者
福
祉
の
充
実
対

策
の
施
策
は
い
か
に
。

答 

継
続
し
て
健
康
づ
く
り

事
業
に
取
り
組
み
、
健
康
寿

命
の
延
伸
、
介
護
給
付
費
等

を
抑
制
し
て
、
介
護
保
険
負

担
の
軽
減
に
取
り
組
み
た
い
。

７月から亀井小学校放課後子ども教室開校！７月から亀井小学校放課後子ども教室開校！

予
算
審
査

特
別
委
員
会

１
日
目

歳
　
入

森
林
環
境
譲
与
税

問 

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
森

林
環
境
譲
与
税
２
１
０
万
円

の
使
途
内
容
は
。

答 

石
坂
の
森
環
境
保
全
業

務
委
託
料
、
石
坂
の
森
散
策

道
修
繕
工
事
等
の
地
域
創
生

環
境
課
所
管
の
事
業
に
充
当

す
る
。

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
に

対
す
る
県
補
助
金

問 

出
現
場
所
と
そ
の
対
策

は
。

答 

令
和
５
年
度
は
竹
本
、

泉
井
、
熊
井
、
石
坂
、
鳩
山

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
公
園
。
令

令
和
７
年
度

�

一
般
会
計
予
算

和
６
年
度
は
大
橋
、
大
豆
戸
。

　

対
策
と
し
て
は
、
資
材
等

を
購
入
し
、
町
職
員
・
土
地

所
有
者
に
よ
り
、
防
除
を
実

施
す
る
。

歳
　
出

辻
川
整
備
事
業

問 

令
和
７
年
度
に
北
部
事

業
地
方
債
を
活
用
す
る
辻
川

整
備
事
業
概
要
は
何
か
。

答 

令
和
６
年
度
に
実
施
設

計
を
行
い
、
令
和
７
年
度
は

辻
川
の
護
岸
整
備
を
、
令
和

８
年
度
に
広
場
及
び
東
山
沼

の
散
策
路
の
整
備
を
行
う
計

画
。
ま
た
、
ち
ょ
っ
く
ま
と

の
連
携
を
考
え
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
補
聴
器
購
入
助
成

問 

助
成
事
業
10
万
円
だ
が
、

そ
の
内
容
は
。

答 

障
害
者
手
帳
所
持
に
よ

る
補
装
具
の
給
付
を
受
け
ら

れ
な
い
高
齢
者
が
対
象
。
社

会
参
加
、
認
知
症
予
防
に
も

つ
な
が
る
よ
う
周
知
広
報
等

に
努
め
て
い
き
た
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業

問 

昨
年
と
同
額
の
78
万
円

だ
が
、
利
用
人
数
は
変
わ
ら

な
い
予
測
な
の
か
。

答 

直
近
の
会
員
数
は
、
利

用
会
員
が
12
人
、
サ
ポ
ー
ト

会
員
が
８
人
で
、
合
計
20
人
。

会
員
等
が
増
減
し
て
も
委
託

料
は
変
わ
ら
な
い
。

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
助
成

問 

費
用
助
成
に
つ
い
て
、

現
状
と
予
算
92
万
円
の
設
定

根
拠
は
何
か
。

答 

現
在
ま
で
に
１
１
７
人

が
接
種
助
成
の
申
請
を
行
い
、

申
請
人
数
の
実
績
を
鑑
み
、

予
算
設
定
を
行
っ
た
。

　

４
月
か
ら
65
歳
以
上
の
方

が
定
期
接
種
と
な
る
が
、
こ

れ
ま
で
通
り
50
歳
以
上
か
ら

の
助
成
対
象

に
変
更
は
な

い
。

清
水
　
秀
幸 

議
員
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予
算
審
査

特
別
委
員
会

２
日
目

国
民
健
康
保
険

�

特
別
会
計
予
算

地
球
温
暖
化
対
策
計
画
策
定

業
務

問 
国
か
ら
６
０
０
万
円
の

補
助
が
出
る
が
、
９
２
４
万

円
の
委
託
料
は
高
い
の
で
は

な
い
か
。

答 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
目
指

す
た
め
に
職
員
で
は
で
き
な

い
こ
と
を
コ
ン
サ
ル
に
委
託

す
る
。
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

な
ど
も
含
ん
だ
計
画
に
な
る
。

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化

修
繕
計
画
修
正
業
務
委
託
料

問 

委
託
料
８
２
６
万
円
の

内
容
は
。

答 

対
象
橋
梁
は
町
内
の
２

メ
ー
ト
ル
以
上
の
１
０
４
橋
。

令
和
４
年
に
改
定
さ
れ
た
新

技
術
の
利
用
促
進
、
実
効
性

の
あ
る
長
寿
命
化
修
繕
計
画

の
策
定
促
進
等
が
、
計
画
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
定
期
点
検
の
結

果
を
踏
ま
え
て
、
全
体
の
個

別
の
計
画
を
修
正
す
る
。

農
村
公
園
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池

問 

ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
は
、

数
年
前
か
ら
機
能
的
に
は
停

止
状
態
だ
が
、
管
理
委
託
料

が
発
生
し
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
。

答 

日
常
的
に
降
雨
や
風
に

よ
り
、
土
砂
が
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ

問 
高
額
医
療
費
が
１
億
６

４
３
２
万
円
で
、
前
年
度
よ

り
３
０
０
０
万
円
増
加
し
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況

か
。

答 

被
保
険
者
は
減
っ
て
い

る
が
、
一
人
当
た
り
の
医
療

費
は
増
え
て
い
る
。

問 

特
定
健
診
の
受
診
率
は
。

答 

令
和
７
年
２
月
末
現
在

36
・
１
％
で
、
前
年
同
月
と

比
較
し
て
受
診
率
は
上
が
っ

て
お
り
、
県
平
均
を
上
回
っ

て
い
る
。

水
稲
湛
水
直
播
実
証
作
業

問 

実
証
作
業
及
び
管
理
業

務
委
託
料
が
約
33
万
円
だ
が
、

場
所
と
面
積
は
。

答 

泉
井
地
内
の
基
盤
整
備

内
水
田
約
６
０
０
０
㎡
。
東

松
山
市
、
嵐
山
町
、
川
島
町
、

吉
見
町
の
１
市
３
町
で
も
約

50
ｈ
ａ
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

ブ
池
に
堆
積
す
る
。
水
が
抜

け
き
れ
な
い
部
分
へ
の
対
応

に
、
年
に
１
回
の
高
圧
水
に

よ
る
清
掃
業
務
を
、
通
常
の

公
園
管
理
費
用
と
別
立
て
で

計
上
し
た
。

水
防
団
員
報
酬

問 

水
防
団
員
報
酬
９
万
５

０
０
０
円
は
、
誰
に
ど
う
い

う
場
合
に
支
払
う
の
か
。

答 
水
防
団
員
が
水
害
警
戒

等
の
職
務
に
従
事
す
る
場
合

に
支
払
う
報
酬
で
、
条
例
に

基
づ
き
支
払
う
。

　

ま
た
、
報
酬
は
出
動
手
当

の
位
置
づ
け
だ
。

北
部
地
域
活
性
化
推
進
事
業

の
主
な
道
路
事
業

問 

町
道
第
１
号
線
に
つ
い

て
は
、
計
画
変
更
で
今
年
度

の
竹
本
へ
の
道
路
接
続
で
一

旦
終
了
の
よ
う
だ
が
、
町
道

第
52
号
線
は
、
令
和
７
年
度

に
予
算
計
上
さ
れ
て
い
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

答 

令
和
７
年
度
は
工
事
を

実
施
し
な
い
が
、
８
・
９
年

度
に
熊
井
と
高
野
倉
の
境
ま

で
を
実
施
す
る
計
画
。
最
終

的
に
は
、
第
２
期
取
り
組
み

方
針
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
場
所
ま
で
実
施
す
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

水
道
事
業
会
計
予
算

問 

第
９
期
介
護
保
険
事
業

計
画
取
組
方
針
に
基
づ
き
、

在
宅
生
活
を
継
続
し
な
が
ら

利
用
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
対
す
る
給
付
費
は
、
７
１

０
７
万
円
増
額
の
５
億
５
８

８
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
増

額
の
理
由
は
。

答 

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が

主
な
要
因
で
あ
り
、
適
切
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
に
予
算
措
置
し
た
。

問 

県
水
の
㎥
あ
た
り
の
購

入
単
価
は
、
今
後
ど
う
変
化

し
て
い
く
の
か
。

答 

県
水
料
金
は
、
令
和
８

年
４
月
１
日
か
ら
21
％
値
上

げ
さ
れ
る
。
料
金
算
定
期
間

は
令
和
７
年
度
か
ら
令
和
10

年
度
ま
で
の
４
年
間
。

問 

今
後
、
水
道
料
金
、
重

郎
橋
架
け
替
え
に
伴
う
費
用

が
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

答 

基
盤
強
化
と
併
せ
、
県

水
に
つ
い
て
県
企
業
局
と
相

談
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。

■地球温暖化対策
　�　地球温暖化対策計画等策定業務委託料が国の補
助と併せて924万円も予算化された。いよいよゼ
ロカーボンに向けたまちづくりが動き出すことは
良いのだが、内容がよく見えない。コンサルに委
託することになるが、丸投げではなく、住民や議
会とも意見交換しながら進めてもらいたい。
　�　委員会としても付託案件として調査事項に取り
入れ、議会として果たすべき役割を担っていきた
い。

■公園整備
　�　今宿3号公園の遊具の撤去、そして一般社団法
人自治総合センター助成金がもらえれば、新しい
ユニバーサル遊具の設置となる。公園に遊具が欲
しいと子育て世代の方から、よく意見を伺う。今
後、こどもたちが安心・安全に遊びたくなるよう
な公園整備をさらに進めて欲しい。
　�　また、大人の利用も考えて、東屋などの設置も
考えていく必要がある。

自 由 討 議自 由 討 議
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手
話
で
歌
う
と
楽
し
い
よ
♪

問 
町
の
責
務
と
は
何
か
。

ま
た
、
手
話
を
使
用
し
や
す

い
環
境
の
整
備
に
対
す
る
具

体
的
な
施
策
は
何
か
。

答 

社
会
的
障
壁
に
よ
り
分

け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

共
生
で
き
る
地
域
社
会
を
実

現
す
る
。

　

手
話
の
普
及
と
手
話
を
使

い
や
す
い
環
境
の
整
備
を
図

り
、
人
格
と
個
性
を
尊
重
す

る
こ
と
で
、
聴
覚
障
が
い
者

が
持
つ
特
性
に
つ
い
て
、
理

解
と
普
及
促
進
を
図
る
。

問 

電
子
申
告
支
援
サ
ー
ビ

ス
導
入
支
援
業
務
委
託
料
の

内
容
は
何
か
伺
う
。

答 

地
方
税
の
申
告
、
申
請
、

納
税
な
ど
の
手
続
き
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、
電

問 

地
域
手
当
が
６
％
か
ら

５
％
に
下
が
る
経
緯
は
。

答 

人
事
院
勧
告
に
よ
り
、

地
域
手
当
が
都
道
府
県
単
位

に
な
っ
た
。
埼
玉
県
は
４
％

に
な
る
こ
と
か
ら
、
町
は
段

階
的
に
変
更
予
定
で
、
７
年

度
は
５
％
に
す
る
。

子
的
に
行
う
シ
ス
テ
ム
だ
。

問 

物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
に
対
す
る
補
助
金
が

４
０
３
４
万
円
の
減
額
で
あ

る
。
給
付
世
帯
数
を
伺
う
。

答 

住
民
税
非
課
税
世
帯
給

付
金
１
１
４
世
帯
、
住
民
税

均
等
割
の
み
課
税
世
帯
給
付

金
90
世
帯
、
定
額
減
税
補
足

給
付
金
（
調
整
給
付
）
２
４

９
０
人
、
住
民
税
非
課
税
等

子
育
て
世
帯
給
付
金
13
世
帯

22
人
で
あ
る
。

問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
が
２
７

０
９
万
円
減
額
さ
れ
て
い
る
。

接
種
者
数
は
ど
れ
く
ら
い
な

の
か
。

答 

５
年
度
秋
開
始
接
種
に

お
い
て
、
65
歳
以
上
人
口
６

０
０
０
人
の
う
ち
65
％
が
接

種
し
た
。
そ
の
後
の
接
種
は

13
・
５
％
で
あ
り
、
予
想
を

か
な
り
下
回
っ
た
こ
と
が
減

額
の
理
由
だ
。

問 

ア
ラ
イ
グ
マ
の
回
収
・

処
分
委
託
料
が
85
万
円
減
少

し
て
い
る
。
捕
獲
処
分
数
の

状
況
は
ど
う
か
。

答 

２
月
末
時
点
で
２
１
９

頭
だ
。
昨
年
同
期
比
で
６
頭

減
少
し
て
い
る
。

一
般
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

手
話
言
語
条
例
の
制
定

　

手
話
は
大
切
な
言
語
で
あ

り
、
手
話
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
権
利
が

規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

全
て
の
町
民
に
理
解
さ
れ

る
こ
と
が
重
要
だ
。
ろ
う
者

及
び
手
話
通
訳
者
そ
の
他
の

関
係
者
と
協
議
し
な
が
ら
実

の
あ
る
施
策
展
開
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。�

（
野
田
）

　

こ
れ
ま
で
も
た
く
さ
ん
の

え
ん
罪
事
件
が
あ
っ
た
。
え

ん
罪
は
、
国
家
に
よ
る
人
権

侵
害
で
あ
り
、
許
し
が
た
い

も
の
。
一
方
で
、
人
間
の
判

断
す
る
も
の
な
の
で
間
違
い

も
あ
る
。
だ
か
ら
再
審
の
道

を
整
備
す
べ
き
だ
。

　

第
２
の
狭
山
事
件
の
石
川

さ
ん
を
作
っ
て
は
な
ら
な
い
。

�
（
野
田
）

　

個
人
の
尊
重
を
最
高
の
価

値
と
し
て
掲
げ
る
日
本
国
憲

法
の
下
、
無
実
の
者
が
処
罰

さ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
許
さ

れ
ず
、
え
ん
罪
被
害
者
は
速

や
か
に
救
済
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
え
ん
罪
当
事
者

の
苦
し
み
の
声
に
耳
を
傾
け
、

再
審
法
の
在
り
方
を
全
面
的

に
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。�

（
清
水
）

〈
賛
成
討
論
〉

〈
賛
成
討
論
〉

　袴田事件を教訓に、このようなえん罪が起こることを防止し、
また、迅速に再審が進められるように法的整備が急務である。
　過去のえん罪事例においては、捜査機関の手元のある証拠が再
審段階で明らかになり、それがえん罪被害者を救済する大きな力
となっている。従って、捜査機関の有する全ての証拠を開示する
制度を早急に整備することが求められている。また、検察側から
の不服申し立て制度は廃止すべきである。
　再審のプロセスは現在、明確なルールや期限が定められていな
いため、関係者間の不透明な取り扱いにより、極めて長期間を要
している。
　これらは刑事訴訟法及びその第四編「再審」の不備が原因であ
り、立法により明確なルールを早急に制定しなければならない。
　よって、鳩山町議会は、国会及び政府に対し、えん罪被害者を
一刻も早く救済するため、下記の事項について「刑事訴訟法再審
規定（再審法）」の改正を速やかに行うよう強く要望するもので
ある。

記
１．�捜査機関が保管する全ての証拠を開示する規定を整備するこ
と。

２．�再審開始決定に対する検察官による不服申立てを禁止するこ
と。

３．�迅速な再審のため、再審請求手続及び再審開始における裁判
手続の法整備を行うこと。

定例会　その他の議案

えん罪の防止と救済のため、刑事訴訟法再審規定えん罪の防止と救済のため、刑事訴訟法再審規定
（再審法）の改正を求める意見書（再審法）の改正を求める意見書

全会一致で可決
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２
月
９
日
を
も
っ

て
、
11
期
（
41
年
８
か

月
）
の
間
、
町
政
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
根

岸
富
一
郎
議
員
が
辞
職

さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
の
ご
功
労
に
敬

意
を
表
し
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

新
た
な
農
業
委
員
を
任
命

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

　

新
た
に
農
業
委
員
会
委
員

に
任
命
さ
れ
た
皆
さ
ん
。

　

後
列
左
か
ら
根
岸
郁
子
氏

（
熊
井
）、小
久
保
光
男
氏（
熊

井
）、
山
口
君
子
氏
（
松
ヶ

丘
）、
宮
﨑
広
幸
氏
（
大
豆

戸
）、田
島
茂
夫
氏
（
石
坂
）。

　

前
列
左
か
ら
林
亮
太
氏

（
赤
沼
）、古
川
美
也
子
氏（
須

江
）、石
井
利
幸
氏
（
赤
沼
）、

竹
本
徳
一
氏
（
竹
本
）、
畑

誠
氏
（
大
橋
）。

　

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
谷
田
部 

守
氏
（
松
ヶ
丘
在
住
）

の
再
任
に
同
意
し
ま
し

た
。

谷
田
部　

守 

氏

根
岸
富
一郎
議
員
が

辞
職

農
業
委
員
会
委
員
に

10
人
を
任
命

固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
に

令和７年第１回定例会　議案
全員賛成の提出議案

専決処分の承認（令和６年度一般会計補正予算（第６号）） 令和６年度水道事業会計補正予算（第３号）

専決処分の承認（令和６年度一般会計補正予算（第７号）） 令和６年度下水道事業会計補正予算（第３号）

町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定 町道路線の認定（泉井地区）

手話言語条例の制定 工事請負契約の変更契約の締結（町道第１号線道路改良工事（第
二工区その２））

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関
する法律の改正に伴う関係条例の整理に関する条例の制定 令和７年度国民健康保険特別会計予算

一般職員の給与に関する条例の一部改正 令和７年度後期高齢者医療特別会計予算

職員の育児休業等に関する条例の一部改正 令和７年度介護保険特別会計予算

職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正 令和７年度水道事業会計予算

複数年度契約を締結することができる契約を定める条例の一部改正 令和７年度下水道事業会計予算

税条例の一部改正 固定資産評価審査委員会委員の選任

令和６年度一般会計補正予算（第８号） 農業委員会委員の任命

令和６年度国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 発議第１号　鳩山町議会の個人情報の保護に関する条例の一部改
正

令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 発議第２号　えん罪の防止と救済のため、刑事訴訟法再審規定（再
審法）の改正を求める意見書

令和６年度介護保険特別会計補正予算（第４号）

賛否の分かれた提出議案 審議
結果

関
根　

清
隆

中
山　

明
美

日
坂　

和
久

小
鷹　

房
義

森　
　

利
夫

松
浪
健
一
郎

野
田
小
百
合

石
井　

計
次

清
水　

秀
幸

石
井　
　

徹

令和7年度一般会計予算 ○ ○ ○ 欠 ○ ● ○ ● ○ 議 原案可決

※わかりやすくするために、議案名を一部省略しています

（小鷹議員は欠席でした）

「私たちは賛成・反対しました」

○は賛成　●は反対　議は議長　欠は欠席
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人
口
の
半
分
が
高
齢
者
世
帯
。

町
は
高
齢
者
の
現
実
を
見
て

早
急
な
政
策
実
施
を
！

関根　清隆　議員
１　町が直面する課題について伺う
２　�町内運行の路線バスのフリーパスを高齢者に

提供することを提案する
３　�特定空家と管理不全空家についての進捗状況

をたずねる

日坂　和久　議員
１　安心・安全なまちづくりの確保について
２　�鳩山町地域公共交通令和７年度事業計画につ

いて

松浪健一郎　議員
１　民生委員の年齢制限について
２　ふるさと納税について
３　指定管理者の選定について

野田小百合　議員
１　会計年度任用職員について
２　太陽光発電施設について
３　ゼロカーボンシティ宣言とごみ減量について
４　こどもと高齢者が交流できる取り組みについて

森　　利夫　議員
１　シルバー人材センターについて
２　上下水道について

中山　明美　議員
１　八潮市の道路陥没事故を受けて
２　防犯対策について
３　ふるさと納税に興味を持ってもらうには

石井　計次　議員
１　部署新設について
２　企業誘致について
３　ふるさと納税について

清水　秀幸　議員
１　町の水道事業の課題と具体的な対策について
２　小学校の統廃合について
３　防犯対策の取り組みについて

　議員は、毎年３月、６月、９月、12月に
開催される定例会で、町政全般に対し質問を
することができます。これを「一般質問」と
いいます。
　本文は質問した議員本人の責任で要約し、
執筆した原稿を掲載しています。一般質問　８議員が質問

町政を問う町政を問う!!

関
根
　
清
隆 

議
員

路
線
バ
ス
無
料
化

問 

日
中
、
バ
ス
の
乗
客
が

少
な
く
、
燃
料
の
無
駄
で
も

あ
る
。
な
ら
ば
80
歳
以
上
に

路
線
バ
ス
無
料
化
、
70
歳
以

上
に
廉
価
な
フ
リ
ー
パ
ス
等

の
提
供
を
願
い
た
い
。

答 

川
越
観
光
自
動
車
が
提

供
す
る
「
プ
レ
ミ
ア
ム
パ
ス

70
」
の
ご
利
用
を
お
勧
め
す

る
。
１
年
定
期
が
３
万
６
千

円
。

問 

高
齢
者
の
バ
ス
利
用
者

は
少
な
い
の
で
、
費
用
の
補

助
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

答 

現
在
の
財
政
状
況
で
は

お
応
え
す
る
の
は
難
し
い
。

お
米
を
生
産
者
か
ら
直
販

問 

現
在
、
お
米
の
価
格
が

生
産
者
価
格
の
３
倍
に
高
騰
。

年
金
生
活
者
に
は
厳
し
い
現

状
だ
。
鳩
山
の
生
産
者
の
収

益
確
保
と
同
時
に
、
町
内
消

費
者
の
負
担
軽
減
が
で
き
る

直
販
の
道
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

答 

現
在
の
鳩
山
町
の
米
の

生
産
高
は
30
㎏
袋
で
１
万
３

８
０
０
袋
。
１
／
４
が
Ｊ
Ａ

に
出
さ
れ
て
い
る
。町
は「
石

坂
の
Ｊ
Ａ
直
売
所
」
で
の
販

売
を
基
本
と
考
え
て
い
る
。

販
売
方
法
は
生
産
者
の
意
向

次
第
な
の
で
、
生
産
者
と
消

費
者
と
の
つ
な
が
り
を
作
り

出
す
手
助
け
に
、「
ち
ょ
っ

く
ま
」
を
利
用
願
い
た
い
。

ご
み
出
し
支
援
制
度

問 

環
境
省
か
ら
「
高
齢
者

の
ゴ
ミ
出
し
支
援
制
度
導
入

の
手
引
き
」
が
出
て
い
る
が
、

鳩
山
町
で
は
こ
の
政
策
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

高
齢
者
等
の
戸
別
ゴ
ミ

出
し
支
援
で
は
、
介
護
保
険

の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
や
、
社
協

の
協
力
会
員
が
利
用
者
宅
を

訪
問
し
、「
ふ
れ
あ
い
在
宅

サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
買
物
や
ゴ

ミ
出
し
等
を
実
施
し
て
い
る
。

問 

既
に
、
協
力
者
も
高
齢

化
し
て
お
り
、
自
治
体
に
よ

る
実
施
を
求
め
る
。

答 

戸
別
収
集
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

路線バスを無料に/お米の直販を
プレミアムパス70を/ちょっくま利用を

高齢者福祉
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

民
生
委
員
の
選
出
は

大
変
だ
な
ぁ

町
は
道
路
の
管
理
瑕か

し疵

が
疑
わ
れ
な
い
よ
う

に
、
対
応
し
て
欲
し
い

段差の激しい町道と下水管付近の穴あき（応急修繕時）

問 

町
民
の
高
齢
化
が
進
み
、

年
齢
の
制
限
が
あ
る
と
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
で
、
民
生
委
員

を
選
べ
な
い
。
上
限
年
齢
の

撤
廃
も
し
く
は
引
き
上
げ
を

要
望
す
る
。

答 

民
生
委
員
、
児
童
委
員

は
３
年
を
１
期
と
し
て
、
厚

生
労
働
大
臣
が
委
嘱
す
る
。

選
任
基
準
は
、
78
歳
未
満
の

方
で
、
委
嘱
基
準
日
12
月
１

日
に
こ
の
年
齢
を
超
え
て
い

る
と
委
嘱
が
出
来
な
い
。
た

だ
し
令
和
７
年
度
の
一
斉
改

選
は
年
齢
制
限
が
緩
和
さ
れ
、

再
任
者
に
限
っ
て
再
任
す
る

こ
と
は
可
能
だ
。

問 

鳩
山
町
で
は
例
外
規
定

が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。

答 

町
独
自
で
は
な
い
。
鳩

山
町
民
生
委
員
推
薦
会
に
お

い
て
、
適
任
者
で
あ
る
と
い

う
議
決
が
も
ら
え
れ
ば
可
能
。

問 

改
選
に
あ
た
っ
て
、
そ

れ
ら
の
団
体
で
再
任
基
準
が

理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
書
面

な
ど
で
徹
底
し
て
欲
し
い
。

答 

区
長
会
、
民
生
委
員
の

会
議
に
お
い
て
案
内
は
し
て

い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

問 

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
、
町
内
ゴ
ル
フ
場
の
会
員

の
年
会
費
を
ふ
る
さ
と
納
税

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
加
え
て

欲
し
い
。
他
の
自
治
体
で
は
、

年
会
費
で
、
２
０
０
０
万
円

近
く
を
上
乗
せ
で
き
た
と
聞

い
て
い
る
。

答 

１
月
23
日
に
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
と
し
て
、
総
務

省
に
追
加
申
請
を
し
た
。
ま

た
、
町
内
全
ゴ
ル
フ
場
に
ふ

る
さ
と
納
税
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
や
っ
て
い
る
。

指
定
管
理
者
の
選
定

問 

指
定
管
理
者
の
選
定
に

あ
た
っ
て
、
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
概
要
を
伺

う
。

答 

事
業
者
の
参
加
を
広
く

公
募
し
、
複
数
の
事
業
者
か

ら
提
案
書
を
提
案
し
て
も
ら

い
、
審
査
し
、
企
画
内
容
や

業
務
遂
行
能
力
が
最
も
優
れ

た
事
業
者
を
選
定
す
る
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
指
定
管
理
者

を
選
定
し
た
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

松
浪
健
一
郎 
議
員

民生委員の年齢上限は
満78歳未満

民生委員選任規定

日
坂
　
和
久 

議
員

損傷等による事故、全て町の責任か
通行者の危険回避義務も問われる

道路の損傷等

道
路
陥
没
等
の
対
策

問 

町
内
道
路
の
破
損
・
損

傷
状
況
は
い
か
が
か
。

答 

ひ
び
割
れ
・
段
差
・
穴

あ
き
等
が
あ
る
。
近
年
、
道

路
陥
没
は
発
生
し
て
い
な
い
。

問 

事
故
の
危
険
性
を
回
避

す
る
対
策
を
伺
う
。

答 

道
路
点
検
、
路
面
下
空

洞
調
査
、
舗
装
打
ち
換
え
、

水
道
管
等
道
路
占
用
物
の
点

検
を
行
う
。

問 

路
面
性
状
調
査
の
実
施

を
提
案
す
る
が
。

答 

前
回
調
査
か
ら
10
年
以

上
経
過
し
た
。
財
政
状
況
も

踏
ま
え
検
討
す
る
。

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
対
策

問 

町
は
高
齢
者
を
狙
っ
た

商
法
を
把
握
し
て
い
る
か
。

答 

屋
根
の
点
検
、
不
用
品

訪
問
買
取
り
、
催
眠
商
法
な

ど
だ
。

問 

催
眠
商
法
の
予
防
チ
ラ

シ
が
２
月
広
報
紙
と
共
に
配

布
さ
れ
た
が
、
な
ぜ
か
。

答 

消
費
者
被
害
防
止
の
取

り
組
み
と
し
て
配
布
し
た
。

通
学
路
の
安
全
対
策

問 

通
学
路
の
危
険
箇
所
で

も
減
速
し
な
い
車
両
が
少
な

く
な
い
。
対
策
を
伺
う
。

答 

啓
発
活
動
は
し
て
い
る

が
、
一
部
の
運
転
者
に
は
理

解
さ
れ
な
い
よ
う
だ
。

問 

物
理
的
に
速
度
が
出
せ

な
い
よ
う
に
し
て
は
。

答 

速
度
抑
制
の
た
め
、
道

路
に
ハ
ン
プ
等
の
設
置
が
考

え
ら
れ
る
。

７
年
度
公
共
交
通
事
業
計
画

問 

デ
マ
ン
ド
の
ネ
ッ
ト
予

約
の
現
況
を
伺
う
。

答 

倍
増
し
て
い
る
が
、
全

体
の
一
割
に
満
た
な
い
。
利

用
者
は
、
ネ
ッ
ト
予
約
よ
り

も
電
話
予
約
の
方
が
安
心
な

よ
う
だ
。

問 

自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
は
、

何
を
調
査
研
究
す
る
の
か
。

答 
７
年
度
の
具
体
的
な
内

容
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

約
半
分
の
施
設
が
転
売
。

条
例
改
正
し
て
、
し
っ
か

り
チ
ェ
ッ
ク
し
な
い
と
ね

法
人
格
を
有
す
る
公
益
社

団
法
人
と
は
言
え
、
補
助

金
交
付
団
体
だ
よ
な
～

野
田
小
百
合 

議
員

森
　
利
夫 

議
員

問 

こ
れ
ま
で
地
位
の
継
承

（
転
売
等
）
が
行
わ
れ
た
の

は
何
箇
所
か
。

答 

町
太
陽
光
条
例
以
降
の

稼
働
施
設
が
21
施
設
。
そ
の

う
ち
11
施
設
が
変
更
さ
れ
た
。

問 

町
の
条
例
を
改
正
し
て
、

地
位
の
継
承
の
場
合
も
、
説

明
会
開
催
を
新
規
事
業
と
同

様
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 
説
明
会
の
義
務
づ
け
等

を
盛
り
込
む
必
要
が
あ
る
か
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
条
例
の
改
正
に
当
た

り
、
再
エ
ネ
特
措
法
等
の
改

正
や
多
種
多
様
な
形
態
の
太

陽
光
発
電
計
画
も
考
え
ら
れ

る
の
で
、
そ
れ
ら
の
内
容
を

踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員

問 

会
計
年
度
任
用
職
員
の

公
募
制
は
ど
う
す
る
の
か
。

答 

年
々
、
新
規
の
応
募
者

数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。
令

和
８
年
度
採
用
よ
り
、
公
募

の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

勤
務
実
績
に
基
づ
く
能
力
実

証
を
行
い
、
公
募
を
経
ず
に

再
度
の
任
用
を
行
い
た
い
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

問 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

答 

令
和
７
年
度
は
、
町
民

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

問 

職
員
の
任
用
制
度
に
つ

い
て
現
状
を
伺
う
。

答 

法
人
格
を
有
す
る
公
益

社
団
法
人
な
の
で
、
規
程
に

基
づ
き
適
切
に
運
用
さ
れ
て

い
る
。

問 

町
は
介
入
で
き
て
い
な

い
と
感
じ
る
。
理
事
の
選
任

に
つ
い
て
は
ど
う
か
伺
う
。

答 

定
款
の
定
め
に
よ
り
総

会
の
議
決
で
選
任
す
る
。

問 

補
助
金
交
付
団
体
な
の

で
、
実
績
確
認
を
実
施
し
て

い
る
の
か
。

答 

人
件
費
及
び
補
助
事
業

実
績
報
告
書
、
事
業
報
告
書
、

収
支
決
算
書
等
の
提
出
を
求

め
て
実
施
し
て
い
る
。

問 

会
員
数
が
年
々
減
少
し

て
い
る
が
、
会
員
の
増
強
や

人
材
育
成
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

会
員
減
少
の
主
な
原
因

は
、
大
口
契
約
終
了
に
伴
う

会
員
の
退
会
で
あ
る
。
高
齢

者
の
生
き
が
い
や
居
場
所
作

り
と
し
て
、
就
業
先
の
開
拓

な
ど
も
含
め
会
員
の
増
強
に

取
り
組
む
。

問 

昨
年
発
生
し
た
人
身
事

故
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

昨
年
の
11
月
26
日
、
作

業
員
が
街
路
樹
木
剪
定
中
に

や
町
内
の
様
々
な
事
業
者
に

協
力
い
た
だ
き
、
町
に
見

合
っ
た
実
行
計
画
を
策
定
予

定
。

問 

実
行
計
画
は
ど
の
よ
う

に
し
て
作
る
の
か
。

答 

専
門
的
な
知
見
を
持
つ

事
業
者
に
協
力
を
い
た
だ
く
。

こ
ど
も
（
だ
れ
で
も
）
食
堂

問 

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
増
え
て
い
る
。
こ
ど
も

だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
等
も

利
用
で
き
る
「
食
堂
」
に
取

り
組
ま
な
い
か
。

　

町
民
、
学
生
、
町
、
社
協
、

農
業
者
、
事
業
者
が
連
携
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
出
し

合
っ
て
取
り
組
め
な
い
か
。

答 
町
内
各
団
体
の
活
動
状

況
や
課
題
を
共
有
す
る
な
ど
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

梯
子
か
ら
誤
っ
て
転
落
し
、

翌
々
日
の
28
日
に
事
故
報
告

書
が
提
出
さ
れ
た
。

問 

労
災
保
険
の
適
用
が
な

い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
補
償

内
容
は
十
分
か
。

答 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
加
入
し
て
い
る
保
険

で
対
応
し
た
。

問 

こ
の
よ
う
な
場
合
、
管

理
者
等
が
責
任
を
問
わ
れ
る

の
が
一
般
的
と
思
う
が
。

答 

現
段
階
で
は
、
職
員
等

が
管
理
責
任
を
取
っ
た
と
い

う
報
告
は
な
い
。

地位の継承に関して条例の改正を

高齢者が活躍できる対応を

引き続き検討していく

生きがいの充実と地域社会づくりを支援する

太陽光発電施設

シルバー人材センター

あ
っ
た
ら
い
い
な
！

こ
ど
も
（
だ
れ
で
も
）
食
堂

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
務

所
が
あ
る
多
世
代
活
動
交
流
セ
ン

タ
ー
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

知
事
と
の
ト
ッ
プ
会
談

を
要
望

鳩
山
町
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
と
い
い
な

問 

新
設
さ
れ
る
「
秘
書
企

画
室
」
の
実
務
内
容
を
町
長

に
伺
う
。

答 

財
政
面
で
の
歳
入
を
増

や
す
こ
と
が
重
要
で
、
企
業

誘
致
・
ふ
る
さ
と
納
税
の
事

業
を
積
極
的
進
め
る
た
め
、

２
月
１
日
付
け
で
秘
書
企
画

室
を
設
置
し
た
。

問 

具
体
的
実
務
を
伺
う
。

答 

中
心
的
な
も
の
は
「
地

域
未
来
投
資
促
進
法
」
を
活

用
し
た
企
業
誘
致
の
促
進
と
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
企
画
立
案
。

実
務
を
行
う
所
管
課
等
と
も

総
合
調
整
を
し
、
今
ま
で
以

上
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

推
進
し
て
い
く
。

問 

期
待
し
た
企
業
誘
致
は
、

現
状
頓
挫
し
た
状
態
に
あ
る
。

地
域
未
来
投
資
促
進
法
導
入

に
向
け
た
、
県
と
町
と
の
協

議
は
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
し
た

感
が
あ
る
。
部
署
新
設
を
機

に
町
長
と
県
知
事
と
の
ト
ッ

プ
会
談
は
い
か
が
か
。

答 

今
、
議
員
か
ら
の
要
望

は
県
庁
に
も
伝
え
連
携
を

図
っ
て
企
業
誘
致
を
推
進
し

て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税

問 

返
礼
品
の
導
入
か
ら
経

費
を
差
し
引
い
た
後
の
流
出

額
は
い
く
ら
か
。　

答 

返
礼
品
開
始
の
平
成
27

年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で

の
経
費
を
差
し
引
い
た
流
出

額（
町
税
が
他
の
自
治
体
へ
）

は
、
約
３
０
４
１
万
円
と
把

握
し
て
い
る
。

問 

累
積
の
赤
字
額
は
。

答 

令
和
５
年
度
ま
で
の
９

年
間
、
推
計
値
を
含
め
約

４
５
４
０
万
円
が
見
込
ま
れ

る
。

問 

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状

を
広
報
す
る
必
要
性
を
考
え

る
が
い
か
が
か
。

答 

町
民
税
の
減
収
に
よ
り
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
な
ど

周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。

新
設
さ
れ
た
部
署『
秘
書
企
画
室
』

（
ふ
る
さ
と
納
税
・
企
業
誘
致
・

企
画
立
案
）

待
望
の
銘
柄
牛
が
登
場

石
井
　
計
次 
議
員

秘書企画室の具体的実務は
企業誘致・ふるさと納税の立案

部署新設

中
山
　
明
美 

議
員

インターネットで完結できないか
自治体マイページを利用する

ふるさと納税

問 

町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

状
況
は
い
か
が
か
。

答 

令
和
６
年
度
は
12
月
末

ま
で
に
４
７
０
件
の
申
込
が

あ
っ
た
。
同
期
比
、
約
３
割

程
度
減
っ
て
い
る
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

５
年
10
月
に
行
わ
れ
た
地
場

産
品
の
基
準
見
直
し
に
よ
り
、

34
品
の
返
礼
品
の
提
供
が
中

止
と
な
っ
た
影
響
に
よ
る
も

の
と
捉
え
て
い
る
。

　

令
和
６
年
は
、
10
月
か
ら

12
月
で
は
、
前
年
同
期
で
１

１
１
件
増
え
て
い
る
。

　

２
月
に
庁
内
に
も
秘
書
企

画
室
を
設
置
し
た
。
関
係
課

で
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
今

後
も
魅
力
あ
る
新
規
返
礼
品

の
開
発
と
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み
、

寄
附
金
額
の
増
加
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

問 

寄
附
金
に
対
し
返
礼
品

は
ど
の
よ
う
に
決
め
る
の
か
。

答 

返
礼
品
の
調
達
に
係
る

費
用
、
返
礼
品
の
送
付
に
係

る
費
用
、
広
報
に
係
る
費
用
、

決
済
等
に
係
る
費
用
、
事
務

に
係
る
費
用
、
こ
の
合
計
が

寄
附
金
額
の
50
パ
ー
セ
ン
ト

以
下
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

さ
ら
に
、
こ
の
う
ち
返
礼
品

の
調
達
に
係
る
費
用
に
つ
い

て
は
30
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
に

す
る
必
要
が
あ
る
。

問 

役
場
窓
口
で
転
出
の
手

続
を
取
る
際
に
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
ア
ピ
ー
ル
は
し
て
い

る
の
か
。

答 

現
在
、
行
っ
て
い
な
い
。

検
討
し
た
い
。

問 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
完

結
す
る
方
法
は
な
い
か
。

答 

自
治
体
マ
イ
ペ
ー
ジ
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特

例
申
請
の
ほ
か
、
寄
附
金
証

明
書
の
再
発
行
依
頼
な
ど
が

行
え
る
。
寄
附
者
は
自
宅
に

居
な
が
ら
簡
単
に
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
申
請
手
続
が

迅
速
化
さ
れ
、
郵
送
な
ど
の

手
間
が
省
け
る
こ
と
に
な
る
。
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

児
童
を
第
一
に
考
え
た
学
級

編
成
を

※複式学級：２つ以上の学年で構成される学級

友だちいっぱいできるかな。

清
水
　
秀
幸 

議
員

亀井小の学級編成はどうなるのか

４月から「複式学級」へ移行する

小学校の統廃合

問 

亀
井
小
学
校
の
入
学
児

童
数
の
今
後
の
推
移
予
測
は
。

答 

令
和
７
年
度
７
人
、
８

年
度
６
人
、
９
年
度
５
人
、

10
年
度
５
人
、
11
年
度
２
人

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

問 

亀
井
小
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
伺
う
。

答 

各
学
年
と
も
少
人
数
指

導
の
良
さ
を
活
か
し
、
き
め

細
や
か
な
教
育
を
実
践
し
て

い
る
。
課
題
は
、
少
人
数
の

中
で
、
多
様
な
価
値
観
を
持

つ
他
者
と
の
関
わ
り
方
を
学

ぶ
機
会
の
希
薄
化
や
人
間
関

係
の
固
定
化
等
が
考
え
ら
れ

る
。

問 

亀
井
小
が
４
月
か
ら
実

施
す
る
複
式
学
級
に
つ
い
て
、

令
和
９
年
予
定
が
２
年
も
早

く
始
ま
る
。
こ
れ
か
ら
の
町

の
「
小
学
校
の
在
り
方
」
に

つ
い
て
、
今
こ
そ
議
論
す
る

時
期
で
は
な
い
の
か
。

答 

想
定
さ
れ
た
時
期
よ
り

早
く
複
式
学
級
が
始
め
ら
れ

る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
議
論

を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問 

亀
井
小
の
統
廃
合
に
つ

い
て
、
基
本
方
針
と
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

今
す
ぐ
統
廃
合
の
対
象

と
す
る
考
え
は
な
い
。
鳩
山

町
全
体
の
小
・
中
学
校
の
適

正
規
模
化
に
向
け
た
検
討
を

継
続
し
て
進
め
る
こ
と
が
、

肝
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

防
犯
対
策
の
取
り
組
み

問 

防
犯
カ
メ
ラ
の
公
共
施

設
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
箇

所
は
何
ヵ
所
あ
る
の
か
。

答 

全
て
の
小
・
中
学
校
で

は
未
設
置
。
た
だ
小
学
校
で

は
、
学
校
前
に
カ
メ
ラ
の
設

置
や
学
校
近
く
の
交
差
点
に

設
置
し
て
い
る
状
況
だ
。

問 

小
・
中
学
校
の
校
内
に

設
置
し
な
い
の
は
、
防
犯
上
、

問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

他
町
で
は
、
校
内
に
４
台
も

設
置
し
て
い
る
所
も
あ
る
。

当
町
も
設
置
す
べ
き
と
思
う

が
。

答 

今
後
、
検
討
・
議
論
し

た
上
で
、
進
め
て
い
き
た
い
。

令和6年度　行政視察受け入れ状況令和6年度　行政視察受け入れ状況
鳩山町の事業について、全国から行政視察依頼が
あり、下記のとおり受入れを行いました。

視　察　日 議　会　名 人数 視　察　事　項

８月８日 奈良県下市町議会 11人 介護保険制度等について

10月22日 茨城県美浦村議会 ８人
鳩山町健康長寿のまちづくりについて
地域包括ケアセンターの施設運営や
活用状況等について

10月23日 埼玉県越生町議会 15人 「地域公共交通」について

10月24日 沖縄県名護市議会 ７人 介護保険料に係る取組について

11月６日 徳島県石井町議会 ７人
「街の幸福度ランキング2022」
全国１位に輝いた取組について
（移住・定住施設等）
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令
和
７
年
１
月
16
日
、
所

管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

施
設
図
面
で
説
明
を
受
け

た
上
で
、
土
地
、
建
物
、
電

気
室
、
給
水
施
設
、
及
び
倉

庫
に
保
管
さ
れ
た
各
種
什
器

等
、
現
場
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　

令
和
７
年
１
月
16
日
、
所

管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
運

営
方
針
（
第
３
期
）
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
は
、
国
民
健
康
保

険
の
医
療
費
用
及
び
財
政
の

見
通
し
、
市
町
村
の
納
付
金
、

標
準
保
険
税
率
の
算
定
方
法
、

保
険
税
水
準
の
統
一
時
の
標

準
保
険
税
率
の
算
定
方
法
等
、

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

県
と
市
町
村
が
協
議
し
、

財
政
の
安
定
化
、
法
定
外
繰

入
れ
の
着
実
な
解
消
、
保
険

税
水
準
の
統
一
、
医
療
費
の

適
正
化
な
ど
、
運
営
方
針
に

取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
調
査
と
視
察
を
通

し
て
、
管
理
項
目
は
広
範
・

多
岐
に
わ
た
り
、
施
設
の
老

朽
化
に
伴
う
問
題
点
の
状
況

を
把
握
す
る
な
ど
、
今
後
、

総
合
的
且
つ
綿
密
な
管
理
運

営
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
再
度
、

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
整

備
と
計
画
的
管
理
が
要
求
さ

れ
ま
す
。

調
査
事
項

調
査
事
項

綿
密
な
管
理
と
、
降
雨
災
害
対
応
・
老

朽
化
対
策
に
取
り
組
む
よ
う
依
頼

国
民
健
康
保
険
税
率
は

令
和
９
年
度
か
ら
県
で
水
準
統
一
に

総
務
産
業
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
及

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
及

び
関
連
施
設
の
管
理
運

び
関
連
施
設
の
管
理
運

営
状
況
に
つ
い
て

営
状
況
に
つ
い
て

埼
玉
県
国
民
健
康
保
険

埼
玉
県
国
民
健
康
保
険

運
営
方
針
に
つ
い
て

運
営
方
針
に
つ
い
て

占
有
と
共
有
状
況
に
つ

占
有
と
共
有
状
況
に
つ

い
て
い
て

建
物
の
被
害
状
況
に
つ

建
物
の
被
害
状
況
に
つ

い
て
い
て

管
理
運
営
に
つ
い
て

管
理
運
営
に
つ
い
て

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
及
び

76
台
分
の
駐
車
場
は
鳩
山
町

　

昨
年
、
集
中
豪
雨
で
数
部

屋
に
大
量
の
雨
漏
り
が
あ
り
、

電
気
系
統
が
障
害
を
受
け
、

復
旧
に
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

建
物
の
防
水
状
況
を
確
認
し

た
が
、
応
急
措
置
を
施
し
て

い
る
だ
け
の
状
況
で
あ
る
た

め
、
今
後
、
抜
本
的
な
対
策

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

と
㈱
ア
セ
ッ
ト
・
ワ
ン
の
共

有
。
西
友
と
の
境
の
道
路
は

鳩
山
町
の
占
有
。
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
東
側
の
テ
ナ
ン
ト

が
入
っ
て
い
る
建
物
は
私
有

地
。
中
央
の
建
物（
鳩
の
像
）

は
ア
セ
ッ
ト
・
ワ
ン
の
占
有

地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
税
水
準
の
統
一
は
、

県
内
の
保
険
給
付
を
全
市
町

村
で
支
え
合
う
た
め
、
小
規

模
な
市
町
村
で
高
額
な
医
療

費
が
発
生
し
た
場
合
に
も
保

険
税
の
変
動
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
、
財
政
の
安
定
化
に

つ
な
が
る
こ
と
。
県
内
で
同

じ
世
帯
構
成
、
同
じ
所
得
で

あ
れ
ば
同
じ
保
険
税
と
な
り
、

公
平
性
の
確
保
に
つ
な
が
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

令
和
９
年
度
か
ら
収
納
率

格
差
以
外
の
項
目
を
統
一
、

令
和
12
年
度
に
完
全
統
一
を

目
指
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

鳩
山
町
の
税
率
は
、
所
得

割
が
医
療
分
・
支
援
分
・
介

護
分
全
体
を
合
わ
せ
て
９
・

８
％
、
均
等
割
が
５
万
６
０

０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

県
か
ら
示
さ
れ
た
市
町
村

標
準
保
険
税
率
は
、
所
得
割

が
12
・
06
％
、
均
等
割
は
７

万
３
７
９
１
円
。

　

町
の
税
率
と
、
県
が
示
す

標
準
保
険
税
率
に
は
乖
離
が

あ
り
、
国
保
運
営
協
議
会
の

中
で
、
８
・
９
年
度
２
段
階

の
予
定
で
、
税
率
改
正
し
て

い
き
た
い
と
協
議
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

今
後
、
保
険
税
が
高
く
な

る
こ
と
で
、
収
納
率
低
下
が
、

大
変
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

老
朽
化
が
著
し
い
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

安
心
し
て
医
療
を
受
け
た
い
。

９
年
度
か
ら
県
内
は
保
険
税
が
同

じ
に
な
り
ま
す
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◆毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合
� 10月29・30日
　（株）ピラミッド栃木工場（栃木県那賀川町）
　　　汚泥と食物残渣を発酵させ有機肥料にリサイクル

　住友大阪セメント（株）栃木工場（栃木県佐野市）
　　　他産業で発生した有機汚泥をセメント原料に利用

◆埼玉西部環境保全組合� 11月7・8日
　日野市クリーンセンター（東京都日野市）
　　　プラスチックのリサイクル

　㈱エコネコル富士工場（静岡県富士市）
　　　リチウム電池のリサイクル

◆西入間広域消防組合� 10月9日
　東京ビッグサイト
　　　危機管理産業展　最先端の技術や資機材を視察

一
部
事
務
組
合
議
会
報
告

町
の
事
業
を
他
の
市
町
と
共
同
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
14
日
、
第
１
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
提

出
さ
れ
た
議
案
は
４
議
案
で
、

慎
重
審
議
の
上
、
す
べ
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
の
予
算
は
３

億
７
３
７
６
万
円
で
、
破
砕

ポ
ン
プ
や
、
し
渣
移
送
コ
ン

ベ
ア
の
修
繕
な
ど
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

　

２
月
12
日
、
第
１
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
13
億
６
４
４
３
万

円
で
す
。

　

そ
の
他
、
消
防
団
員
の
退

職
報
償
金
条
例
の
一
部
改
正

や
令
和
６
年
度
補
正
予
算
な

ど
、
提
出
さ
れ
た
７
議
案
は

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
は
、
安

否
確
認
時
に
お
け
る
財
物
損

壊
の
損
害
賠
償
金
１
万
１
千

円
の
専
決
処
分
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

２
月
13
日
、
第
１
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
提

出
さ
れ
た
議
案
は
４
議
案
で
、

慎
重
審
議
の
上
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
予
算
の
主
な

内
容
は
、
高
倉
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
解
体
工
事
等
に
係

る
経
費
や
、
埼
玉
西
部
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

費
で
す
。

　

１
月
21
日
、
第
１
回
定
例

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
６
議
案
は
全

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
予
算
は
２
億

４
０
３
６
万
円
で
、
前
年
度

比
１
２
２
６
万
円
増
と
な
り

ま
し
た
。
増
額
理
由
は
、
燃

料
費
、
業
務
委
託
料
、
財
務

会
計
シ
ス
テ
ム
ク
ラ
ウ
ド
化
、

給
与
・
報
酬
、
修
繕
費
な
ど

の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
構
成
団
体
か

ら
の
負
担
金
は
、
前
年
度
か

ら
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
12
日
、
第
１
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
６
議
案
お
よ

び
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
条
例
改
正
の
発
議
は
、

慎
重
審
議
の
結
果
、
全
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
水
道
条
例
の
改
正
で
は
、

本
年
10
月
か
ら
の
下
水
道
使

用
料
の
値
上
げ
が
可
決
さ
れ
、

値
上
げ
率
は
約
20
％
と
な
り

ま
し
た
。

坂
戸
地
区
衛
生
組
合

西
入
間
広
域
消
防
組
合

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合

広
域
静
苑
組
合

毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山

公
共
下
水
道
組
合

一部事務組合　鳩山町の負担金　当初予算推移

こんな視察研修に行ってきました

（単位：万円）

R５ R６ R７
坂戸地区衛生組合 3324 3274 3427
埼玉西部環境保全組合 1億8334 2億1297 2億3922
西入間広域消防組合 3億1322 3億1543 3億2442
毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合 1億4681 1億4971 1億5157
広域静苑組合 981 959 1018

合　　　　計 6億8642 7億2044 7億5966
鳩山町一般会計当初予算額 53億900 54億8400 58億2900
鳩山町一般会計当初予算額に占める割合 12.92％ 13.13％ 13.03％

はとやま議会だよりNo.168　1415　はとやま議会だよりNo.168



アンケートにお答え下さり
ありがとうございました

皆様からいただいたご意見・ご感想を議会活動に活かしてまいります。

＜傍聴アンケート＞

＜ハガキアンケート＞

鳩山町議会Ｑ＆Ａ

○多くの提出議案があり、理解不可能なものもあった。
○�手話言語条例の制定にあたり、初めて議会に手話通訳をつけていただき、あり

がとうございました。
○�手話言語条例の具体策が、今後どのようになるのか、答弁ではよく分かりませ

んでした。
○手話言語条例を議員の皆様が受け入れて下さって本当に良かった。
○�私は歳がいくつになっても町のことは気になります。これからも生きている限

り、関心を持ち続けたいと思います。
○�ニュータウン点字ブロックが歩道にでき、利用する人もなく、歩くのにつまづ

き、必要性に疑問を感じます。これも議会で決まったのか不思議です。
○町の職員の長がすべて男性なのに驚いた。
○�町が絡む企画での参加者（町役場・議員）が少なすぎる。当事者との会話の機

会が少ない。
○質問事項が重複することが多く、事前調整が感じられない。
○一般論が多く、地元ならではの簡潔な応答が皆無。
○�議会とのやりとりながら、やる気が考えられず、もっと足を運んだ気持ちを考

え、それに見合った持ち帰るものを望む。
○議論が毎年、同じ結果で言い訳だらけで情けない。
○好企画でも成功事例がないのは、どこに原因があるのか。
○月 1 回の議員全員参加の交流会を。

○�薄い字（数字）が読みにくくなる年齢、ホームページで拡大して読んでいます。
ペーパーレスいいねっ！　地球にやさしい。

○�高野倉自然公園　来客者が多い時は、椅子に座れなくて困っている人がいる。
ベンチを設置して欲しい。

Q議会って何やってるの？
A年に 4 回議会があります。
　�条例に関することや予算・決算など

が議会で審議されます。法律・行政
用語が飛び交うので　難しいと感じ
るかもしれません。で
もすべて毎日の暮らし
と結びついています。

Q�一般質問の内容が重複するけれ
ど、事前調整しないの？
A�事前調整はしません。同じ項目で

も、議員によって切り口や考え方、
提案内容が異なるからです。

Q�議員の仕事ってな～に？
A�議会の時だけでなく、日常的に町

政について考え学んでいます。何
よりも町民の皆様の声を伺うこと
が、大切な仕事ですね。

今回は初めて傍聴された方がたくさんおられ
ました。議会ってむ・ず・か・し・いという感
想がたくさんありましたので、少し解説です。

ハ
ガ
キ
に
描
い
て
下
さ
っ
た

イ
ラ
ス
ト
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シリーズ vol.6

第
168
号
編
集
委
員

委
員
長�

野
田
小
百
合

委　

員�

森　
　

利
夫

委　

員�

日
坂　

和
久

委　

員�

関
根　

清
隆

委　

員�

清
水　

秀
幸

次回定例会は６月３日から
（予定）

■�請願、陳情は５月23日17時までに提出してください。

編
集
後
記

●�

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

お
二
人
に
町
の
特
産
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。

（
応
募
方
法
）

　

は
が
き
に
「
答
え
・
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

（
あ
て
先
）

〒
350-

0392

　

鳩
山
町
大
豆
戸
184-

16

　

議
会
事
務
局 

ク
イ
ズ
係

（
締
切
）
５
月
31
日
㈯

★
前
号
の
答
え

　

①　

ハ　

②　

イ

167
号
の
当
選
者
お
二
人

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〇
細
野　

美
智
代　

様

〇
柳
川　

寿
々
枝　

様

※
今
回
で
議
会
ク
イ
ズ
は
終

わ
り
ま
す

議
会
ク
イ
ズ

問
題
１

　

�

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予

算
の
金
額
は
？

　
　

イ 

58
億
円　

　
　

ロ 

68
億
円　

　
　

ハ 

48
億
円　

問
題
２

　

�

今
年
７
月
か
ら
開
校
す
る

放
課
後
子
ど
も
教
室
は
ど

こ
？

　
　

イ 

今
宿
小
学
校　

　
　

ロ 

鳩
山
小
学
校　

　
　

ハ 

亀
井
小
学
校　

問
題
３

　

�

議
会
へ
の
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

○活動内容は
・手話の学習、手話の啓発・普及。
・町の行事への参加協力。
・聞こえない方・聞こえる方の交流。
・聞こえない方たちの組織への協力など。
○メンバーは
　11人。50～ 70歳代。70歳代が多い。
○活動が始まったきっかけは
　�手話講習会参加者が、その後、サークルを作った。
最初は「手ことばの会」だったが、みんなが分か
りやすい名前「つくし」に変更した。20年くらい
続いている。
鳩山町では手話講習会を20年以上前から実施してい
る。これはすごいこと。
〇これまでの活動歴は
　ふれあいひろばでの手話通訳等
　夏休みボランティティア　親子手話体験
○手話をしていて楽しいことは
・声が届かない遠くの人とでも、手話なら挨拶できる。

・手話が通じるとうれしい。
・歌が好き。手話をしながら歌うのが楽しい。
・聞こえない人と交流できることが楽しい。
○手話をしていて大変なことは
・覚えられない。・手話の読み取りが難しい。
・思っていることを表現するのが難しい。
・奥が深い。言語は変わっていく。ずっと勉強。
○こんな鳩山町になってほしいな
・役場窓口担当など、手話を覚えてもらいたい。
・スーパーのレジでも手話で簡単な挨拶を。
・�こどもたちの柔らかい頭で、手話を学んでもらいたい。
授業の中で取り組めないか。

○町民の皆さんに伝えたいことは
・�町民同士が交わり、困った時には助け合えるような関
係を作っていきたい。

・手話講習会や、サークル「つくし」に参加してみませんか。

手話サークル「つくし」
☆毎週木曜１３：３０～１５：３０

☆ふれあいセンターにて
☆連絡先　社会福祉法人鳩山町社会福祉協議会　296‐5296

手話サークル「つくし」手話サークル「つくし」
３月27日の定例会に伺い、取材させていただきました。３月27日の定例会に伺い、取材させていただきました。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
発
言
に

世
界
は
混
乱
し
、
ま
た
、
石

破
政
権
の
発
す
る
発
言
や
メ

デ
ィ
ア
の
報
道
が
果
た
し
て

ど
こ
ま
で
信
用
で
き
る
も
の

や
ら
、
な
に
か
不
安
で
期
待

が
も
て
な
い
世
の
中
に
な
っ

て
来
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

そ
う
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
？

　

国
民
生
活
の
上
で
は
、
生

活
物
資
の
値
上
が
り
と
重
税

感
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い

ま
す
。
政
治
家
や
官
僚
は
国

民
の
た
め
に
真
摯
に
政
治
や

行
政
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

だ
ろ
う
か
？
そ
ん
な
中
、
私

た
ち
鳩
山
町
の
議
員
は
、
真

摯
に
町
の
課
題
に
取
り
組
ん

で
町
民
の
付
託
に
応
え
る
べ

く
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
議
員
に
２
人
の

欠
員
が
出
た
た
め
、
各
議
員

の
負
担
も
増
え
、「
議
会
だ

よ
り
」
作
り
も
一
人
減
の
５

人
で
す
が
、
ど
う
に
か
カ

バ
ー
し
、
お
届
け
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。�

（
関
根
）

今回の傍聴者数

２月27日㈭ ２月28日㈮ ３月３日㈪ ３月４日㈫ ３月13日㈭

５人 10人 ３人 ３人 17人

総人数：38人


